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期的な言語成績は従来の Furlow 法と同等の結果が予想される。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 口蓋裂治療に対し、1986 年に Furlow は軟口蓋部での Z 形成により従来法よりも低侵襲な再建法を開発した。この
術式による手術を受けた患児では良好な言語成績が報告されているが裂隙の広い症例においては上顎成長に関する
優位性はみとめられていない。そこであらかじめ口蓋粘膜の一部を癒着しておくことにより、裂隙の狭小化と口蓋組
織の拡張化を図ってから口蓋形成術を行う術式を開発した。術前・術後の上顎の石膏模型を採取し、裂隙の幅、顎成
長について、対照群と比較検討した。本法施行群では有意に裂隙の幅が狭くなり、低侵襲の Furlow 法が施行できた。
上顎の幅径は対照群と有意差なく、ほぼ同時期健常児と変わりなかった。短期的な言語成績は良好で、成長点に瘢痕
を形成していないため良好な上顎成長が予想された。本法は、手術回数を増やすことなく、短時間かつ簡便に施行で
き、上顎骨の成長に関する Furlow 法による口蓋形成術の欠点を克服できたといえる。この研究は口蓋裂治療の新し
い術式の考案とそれに対する臨床評価を科学的に行ったものであり、学位の授与に値すると考えられる。 
